
夢をかなえるセンター
相模女子大学・相模女子大学短期大学部

地域貢献度ランキング全国女子大学 No.1!※1　「組織・制度分野」※2でも上位にランキング！地域貢献度ランキング全国女子大学 No.1!※1　「組織・制度分野」※2でも上位にランキング！
※1雑誌「日経グローカル」の調査「大学の地域貢献度ランキング」にて、本学は2011～2021年度（2016年度より隔年調査）の間、8期連続で全国女子大学のうち第1位を獲得しています。
※2 「大学の地域貢献度ランキング」のうち、地域貢献の推進に向けた組織・制度面の取り組みを調査する項目です。
※1雑誌「日経グローカル」の調査「大学の地域貢献度ランキング」にて、本学は2011～2021年度（2016年度より隔年調査）の間、8期連続で全国女子大学のうち第1位を獲得しています。
※2 「大学の地域貢献度ランキング」のうち、地域貢献の推進に向けた組織・制度面の取り組みを調査する項目です。
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夢をかなえるセンター特設サイト

夢をかなえるセンターで行う社会貢献活動や
国際教育について、情報を発信しています。

https://ymkn.sagami-wu.jp

夢をかなえるセンター  連携教育推進課  社会連携推進室問合せ先

〈大学院〉栄養科学研究科 栄養科学専攻（博士前期課程・博士後期課程）・社会起業研究科 社会起業専攻（専門職学位課程）  〈大学〉［学芸学部］日本語日本文学科・英語文化コミュニケーション
学科・子ども教育学科・メディア情報学科・生活デザイン学科 ［人間社会学部］社会マネジメント学科・人間心理学科  ［栄養科学部］健康栄養学科・管理栄養学科　〈短期大学部〉食物栄養学科

TEL 042-813-5038　FAX 042-747-9599　renkei@mail2.sagami-wu.ac.jp

https://www.sagami-wu.ac.jp/
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キャリア形成支援

写真：「サガジョ盛り上げ隊プロジェクト」の学生写真：「サガジョ盛り上げ隊プロジェクト」の学生



連携教育推進課
学生が自分らしい生き方を

見つけるための
主体的な学びを支援する

社会貢献活動

国際教育

学園連携

就職支援課
面談や就職関連イベントを通して
夢を見つける学生を支援する

キャリア教育

就職支援

進学支援

生涯学修支援課
生涯に亘る

継続的な学びを支援する

資格取得支援

生涯学修講座

①興味・関心を幅広く持ち、物事の本質を見つめ、筋道を立てて問題を解決する力。
②社会との関わりにおける自分のありかたを考え、他者と柔軟なコミュニケーションをとり、協働できる力。
③ 「働くこと」の意義を理解し、自分らしい生き方を見つけ出し、プランニングできる力。

相模女子大学・相模女子大学短期大学部は、「社会との関わりの中で積み重ねる全ての経験を通して、社
会と自分自身をしっかりと見つめ、自らの進む道を見つけ出し、人生を前向きに生きてゆくこと」を「キャ
リア形成」と位置付け、学生が、以下の力を身につけ、主体的に「キャリア形成」をするための「学びの場」
を提供し、そこでの活動を支援します。

夢をかなえる
センター沿革

●2017年3月
　キャリア形

成支援ポリシ
ー制定

●2018年3月
　夢をかなえ

るセンター開
設

●2020年4月
　「Sagamiチ

ャレンジプロ
グラム」新設

●2021年1月
　夢をかなえ

るセンター特
設サイト開設

キャリア形成支援ポリシー

夢をかなえるセンターは
「キャリア形成支援ポリシー」のもと 学生を支援しています。

学長の言葉　 学生の皆さんへ
（夢をかなえるセンターより）

学生の皆さんには、授業で身につける専門的な知識はもちろ

んですが、学生生活におけるすべての活動から「キャリア」を

積み上げてもらいたいと考えています。夢をかなえるセン

ターでは、就職・進学に向けた進路支援だけでなく、ボラン

ティア等の社会貢献活動や海外留学・語学研修、各種資格検

定講座といった授業以外でも主体的に学ぶことができるプ

ログラム「Sagamiチャレンジプログラム」を用意しています。

「キャリア」というと堅く感じるかもしれませんが、皆さんの学

生生活が充実したものになるよう職員一同バックアップいた

しますので、まずは気軽に「夢をかなえるセンター」にお越しく

ださい。各プログラムへの積極的な参加をお持ちしています。

夢をかなえるセンターは、上に掲げた本学のキャリア形成支

援ポリシーの制定を受けて、その具現化のために設立されま

した。このパンフレットで具体的に見ていただけますように、

学生の就職支援はもとより、地域連携なども含めた正課外の

活動、また広く一般対象の生涯学修などに関わる業務を担当

し、多様な成果をあげてまいりました。社会の中での自己実

現と他者への貢献ができるように、学生各自が、基礎的な知

力だけでなく、総合的な人間力を高めることを支援するのは

大学の重要な責務と考えておりますが、その実現のために、

当センターはこれからもできる限りの努力をしてまいります。

どうかご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

相模女子大学・
相模女子大学短期大学部
学長　田畑　雅英

夢をかなえるセンター
部長　有田　雅一

夢をかなえるセンターにおける学びの支援体制
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すべての学科・学年の学生を対象とした正課外活動における学びの仕組み「マーガレットスタディ」。
それぞれの活動においてPDCAサイクルを回すことにより、

目標の達成度を確認しながら自身の成長に気づき、弱点を補うことで次の活動につなげています。

本学では、学園スローガン「見つめる人になる。見つける人になる。」のもと、
「しなやかな発想力と豊かな包容力を身につけながら、未来を、社会を見つめ、道を、答えを見つける人になる。」
そのような人材を育成することを教育目標に掲げています。
「Sagamiチャレンジプログラム」は、上記の教育目標に則り「キャリア形成支援ポリシー」のもと
学生の「キャリア形成」を支援するプログラムです。

「Sagamiチャレンジプログラム」とは？

「Sagami チャレンジプログラム」
アドバイザー制度

《キャリア☆カフェ》
外部講師、教職員、地域の方など
社会で働く（働いた）大人による講座・座談会です。

《ユメカナ★カフェ》　
学生が主体となって開催する講座・座談会です。

《しゃべり場》
学生同士が学科や学年の枠組みを超え、
互いの思いや悩みを共有する場です。

キャリア☆カフェ・
ユメカナ★カフェ・
しゃべり場とは？

「Sagami チャレンジプログラム」

シラバス・学びの成果

心強いアドバイザー
制度があります

Action

Check

P lan

Do

スキルの補強
●「キャリア☆カフェ」で、次の活動
　に向けてスキルの補強

●「ユメカナ★カフェ」の主催
　により主体性を強化するな
　ど、次の活動に向けてスキ
　ルの補強

●

活動の振り返り
●「活動報告書」による振り返り

●「ユメカナ★カフェ」 「キャリア☆カフェ」で、
　活動で得た経験を発信し、自らを振り返る

各フィールドでの活動
●社会貢献活動

●国際教育

自己分析・目標設定
「Sagamiチャレンジプログラ
ムシラバス」から活動を選択

●「ユメカナ★カフェ」
「キャリア☆カフェ」で
情報収集

5～12ページ参照

2023年1月末時点

13～18ページ参照

76.5%

21%
「Sagamiチャレンジプログラム」の満足度数字で見る

！！

満足度97.5%以上！

マーガレットスタディマーガレットスタディ
「Sagami チャレンジプログラム」における学びの仕組み

《学生とアドバイザーの相関図》

教職員、学生、卒業生、地域や企業の方、外部講師などが
一丸となって学生を支援する制度です。

満足と回答した学生

やや満足と
回答した学生

多様なバックグランドを持つ学内外様々な人がアドバイ

ザーとなって学生が主体的に学ぶことができるよう支援

します。

地域の人脈を活かしながら、
関係各所と連携し、活動を企画・運営

「マーガレットスタディ」における、
各種講座の企画・運営・講話

活動に対する指導や助言

活動情報を具体的に
わかりやすくまとめています。

「Sagamiチャレンジプログラム」に
参加した学生の成果を紹介しています。

きめ細やかな支援

アドバイザーの役割

（例）

支援してくださる
地域の方々
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P12に卒業生
アドバイザー
からの

メッセージが
あります



学生たちの活躍のフィールドは、神奈川県相模原市を拠点として日本全国に広がっています。

連携教育推進課

相生祭(学園祭)

…7～8ページで紹介しています。

連携先の地域・企業が一堂に会し、
地域物産展を開催。

日本全国に広がる社会貢献活動

毎年11月3・4日に開催され
る相生祭において、本学と交
流のある地域や企業が一堂
に会し、「地域物産展」を開
催します。地域の特産品や企
業とのコラボレーション商
品の販売を通してそれぞれの魅力を発信し、日本各地の活性化
を目指します。2日間で約2万人が来場する一大イベントです。

神奈川県
相模原市

 Ⓐ

Ⓐ

 Ⓑ

 Ⓒ

 ⒻⒺ

 Ⓓ

株式会社つかもと（茨城県） Ⓑ 株式会社ふじ屋（茨城県）

食物栄養学科の学生がレシピを提案し、
コラボレーションプリンを開発しました。

Ⓒ 株式会社東京ポンパドウル（東京都）

株式会社東京ポンパドウルと、大学・短期大
学部そして高等部がコラボレーションし、
2015年度より毎年、オリジナルパンのレシ
ピコンテストを開催しています。学生・生徒が
独自に考えたレシピは審査によって採用・商
品化が決定し、ポンパドウル町田店や大学
祭・地域物産展などで販売されます。

Ⓔ
Ⓕ
株式会社サガミホールディングス（愛知県）
石田缶詰株式会社（静岡県）Ⓓ 株式会社銀座甘楽（東京都）

本学と株式会社サガミホールディングス、
石田缶詰株式会社の三者共同により研究
開発した「サガミ純鶏 名古屋コーチン味噌
煮」が、2021年1月に宇宙航空研究開発機
構より「宇宙日本食」としての認証を取得し
ました。

食物栄養学科の学生が和菓子販
売店「銀座甘楽」とコラボレーショ
ンし、鎌倉の美しい海をもとに真
珠と貝殻をイメージした最中を開
発しました。塩飴や求肥を使い「も
う一つ！」とつい手が伸びてしまう
ような後を引く美味しさです。

北海道
標津町

衛生管理システム地域
HACCPの体験、食育活動

新潟県
佐渡市

長野県
生坂村

福岡県
糸島市

京都府
和束町

三重県
熊野市

岩手県
大船渡市

復興支援学生ボランティア
委員会（P9にて紹介）が、
震災を風化させぬよう活動

福島県
本宮市

本学専用農園での農業体
験、 地域活性化活動

群馬県
富岡市・沼田市

農業体験、過疎化・高齢化問題
への提案、地域活性化活動

「地域貢献度ランキング」全国女子大学で第１位（※1）

「組織・制度分野」でも上位にランキング！（※2）
夢をかなえるセンターにおける活動は、本学ならではの学生の主体的な学びです。その原動力となっているのは、
社会に貢献する豊かな“発想力”の育成。日本はもとより世界を舞台に、様々な課題解決に取り組んでいます。

※1雑誌「日経グローカル」の調査「大学の地域貢献度ランキング」にて、本学は2011～ 2021年度（2016年度より隔年調査）の間、8期連続で全国女子大学のうち第１位を獲得しています。
※2「大学の地域貢献度ランキング」のうち、地域貢献の推進に向けた組織・制度面の取り組みを調査する項目です。

全国女子大学

地域の人・仕事・生活にふ
れあい、「これからの女性の
はたらき方」を研究

田植え体験、稲刈り体験、
特産品「新姫」収穫などの
補助

巨峰の収穫や出荷作業、観
光資源を活かした新商品
開発

伝承されている鬼太鼓や
能楽を学び、島民に披露

お茶の収穫、加工工場での
補助、清掃ボランティア活動 社会マネジメント学科金森ゼミの学生と、

茨城県龍ケ崎市の株式会社つかもとが共
同で開発した、さつまいも（紫芋）の甘なっ
とうです。砂糖や食品添加物を一切使って
いないので低カロリーで、すっきりとした甘
さが魅力です。

企 業 と の 協 働

地 域 と の 協 働

連
携
教
育
推
進
課（
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会
貢
献
）
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連携教育推進課

神奈川県や
相模原市内における
社会貢献活動 相模女子大学の校章「マーガレット」型で

焼き上げた上品なケーキを販売。厳選さ
れた国産材料に加え、大学内で収穫した
梅で造った梅酒と梅の実を生地に使い、
しっとりとした食感に仕上げました。

2013年4月に神奈川県唯一の女子プロ
サッカーチーム「ノジマステラ神奈川相模
原」とパートナーシップ協定を締結し、ス
ポーツを通じた地域振興に貢献しています。
本学の学生は試合運営に係るボランティア
スタッフとしてスタジアムの内外で活躍して
います。

久保田酒造株式会社
×

相模原市観光協会

地元酒蔵とこだわりの梅酒造り

株式会社 3pm・さんじ

次世代ケーキ
『マーガレットケーキ』

ノジマステラ
神奈川相模原

学生ボランティア活躍中！

地元酒蔵「久保田酒造株式会社」とコラボ
し、大学内で収穫した梅を使った梅酒「翠想
（すいそう）」を毎年造っています。梅の収穫
からラベルのデザイン、仕込み、瓶詰めなど、
全ての工程に学生が携わっています。

清川村の特産品である清川茶を使った
特産品開発をしています。グループに分
かれレシピ開発を行い、2022年度は清
川茶ラテと清川茶パオが試作品として
完成しました。試作品は宮ヶ瀬地域で開
催されたクリスマスイベントで学生が調
理・販売しました。

神奈川県清川村

清川村特産品開発
プロジェクト

相模原市津久井地域で採れたお米『は
るみ』を使用した日本酒の商品化に際
し、本学の学生が瓶のラベルデザインを
担当。オンラインにて何度も打合せを重
ね、完成を迎えました。

神奈川
つくい農業協同組合

スパークリング日本酒
「HARUHIME」商品化！

これまで大磯町の特
産品であるみかんを
使ったアロマオイルの
商品開発や、PRを行ってきました。2022
年度は、みかんをはじめとする柑橘類を
テーマとしたレシピコンテストを全学科・
全学年を対象として開催。社会マネジメン
ト学科3年生（当時）と食物栄養学科1年
生（当時）の学生が入賞を果たしました。

神奈川県大磯町

特産品のみかんの
有効活用に向けて

CEMLA（多文化学習支援センター）は、
「Center for Multicultural Learning 
&Activities」の略で、外国につながる子
どもたちの支援センターです。
毎週土曜日、本学をはじめとする近隣大学
等の学生が中心となって、日本語や教科学
習の指導を行っています。

一般社団法人神奈川経済同友会の会員が所属
する企業と神奈川県内の大学が協働し、産学
連携による学生の人材育成を目的とした課題
解決型研究プログラムです。

カゴメ株式会社
×

神奈川県

野菜がとれるおやつ・
スイーツレシピコンテスト

CEMLA
（多文化学習支援センター）

外国につながる子どもたちへの
支援活動を行っています！

3チームが最優秀賞・5チーム
が優秀賞を受賞しました！

2020年度から2021年度にかけて、神奈
川県・カゴメ株式会社との産官学連携活
動「野菜がとれるおやつ・スイーツレシピ
コンテスト～子どもたちも美味しく食べ
られるおやつ・スイーツで手軽に70グラ
ムの野菜をとろう～」を開催しました。学
生は神奈川県県央地域の季節の野菜を
使用した、子どもたちも美味しく食べられ
るおやつ・ス
イーツレシピ
を考案しまし
た。全4回の
レシピコンテ
ストで計17
作品が入賞
しました。

神奈川産学チャレンジプログラム

2018年12月に相模原市内にある公営住宅
「相武台団地」を運営している神奈川県住宅供
給公社と包括協定を締結し、団地内にある商店
街等との地域連携や、学生の活動による地域コ
ミュニティの活性化を図っています。

「団地活性サポーター」を導入

神奈川県住宅供給公社

シネマ＆トーク

相模原市民文化財団

相模原薪能

相模原市×相模原市民文化財団

地域市民に対し、
伝統芸能を鑑賞
する機会を提供
する社会貢献事
業「相模原薪能」

地域市民に対し、
映画を通じて文
化・芸術を発信す
るイベント「シネ
マ＆トーク」
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連携教育推進課

プロジェクト活動
プロジェクト活動とは、同じ想いや目的を持って集まった学生が、
地域や企業等と協働しながら、それぞれが実現したいことに向けて活動を行います。
メンバーの募集やプロジェクトリーダーの選出等も学生が自ら行い、
連携先地域や大学内をフィールドとして年間を通じて活動します。

女性のはたらき方研究プロジェクト
［福岡県糸島市］

移住したい街として人気の福岡県糸島市をフィールドに、「これから
の女性のはたらき方」について研究するプロジェクトです。糸島市の
魅力あふれる自然や歴史、そして人に囲まれながら、多様なはたら
き方をする方へのインタビューを通じ
て、キャリアについて考えるとともに、
SNSを活用して糸島市の魅力発信を
行っています。

復興支援学生ボランティア委員会
［岩手県大船渡市］

東日本大震災発生後の2011年6月に炊き出しのボランティアと
して岩手県大船渡市を訪問したことをきっかけに発足したプロ
ジェクトです。定期的な現地訪問では、仮設住宅での市民との交流
や、保育園や幼稚園、イベントでの市の花「椿」を活用した地域活
性化活動などを行っています。近年はSNSを利用した広報活動に
も力を入れており、原点を忘れることなく、大船渡市の復興支援と
震災を後世に伝えることを今後も継続していきます。

もとみやSMILEプロジェクト
［福島県本宮市］

丸山千枚田魅力発信プロジェクト
［三重県熊野市］

年間計３回ほど丸山千枚田を訪れ、丸山千枚田を支援している保存
会の方々と交流をしながら、田植えや稲刈り、畦そりなどに参加して
います。また、大学だけでなく東京や神奈川のイベントスペースをお
借りした地域のPR活動も行っており、丸山千枚田を応援したいと
思って頂けるような魅力発信をしています。

原発事故による風評被害で苦しむ本宮市へ“私たちができるこ
と”は何かを考えたとき、有志の学生が立ち上がり発足したのが
「もとみやSMILEプロジェクト」です。本宮市にある農園「マーガ
レットファーム」で野菜を育て、「食の安全」について考えるととも
に、本宮市のPRを目的とした様々な広報活動を行っています。

おっきリンピック宣伝部
［群馬県富岡市］

群馬県富岡市の郷土料理「おっきりこみ」の魅力を多くの人に発
信する活動です。この活動を通して富岡市やおっきりこみ、人との
つながりの大切さを学ぶこと、「食」を通した地域の活性化に関わ
ることが出来ます。主な活動としては、
SNSを活用した広報活動や、学園祭で
地域の特産品を販売するお手伝い等
を通じて、地域に貢献しています。

「海外に子ども用車椅子を届けよう！」プロジェクト
［相模原市・東南アジア ほか］

「海外に子ども用車椅子を届けよう！」プロジェクトは、東日本大震
災の際にタイからの支援に対する日本の「ARIGATO」を車椅子
にのせて届けよう！とスタートしたプロジェクトです。日本国内にお
いて子どもの成長により不要になった車椅子を修理し、ミャン
マー、ラオス、マレーシアなどに年間100台近くの子ども用車椅子
を寄贈してきました。車椅子を送るだけでなく、車椅子を譲ってく
ださった方々の思いを伝えられるように、現地に訪問して直接お
渡ししています。今後も沢山の「ARIGATO」を伝えていきます。

電子回路ペン体験講座プロジェクト
［東京都・神奈川県 ほか］

佐渡プロジェクト
［新潟県佐渡市］

佐渡の魅力を首都圏の大学生や高校生に伝えるため、2020年度
に学生たちが立ち上がり発足したのが「佐渡プロジェクト」です。
佐渡の豊かな伝統芸能を切り口に、地域の方々との交流を深める
ことを通じて、佐渡の歴史や文化について深く学ぶとともに魅力
を発信することを目的としています。

サガジョ盛り上げ隊プロジェクト
［相模原市 ほか］

「大学をより楽しい場所だと思ってもらいたい」「相模女子大学をよ
り好きになってもらいたい」「相模女子大学をいろんな人に知っても
らいたい」という目標を掲げ、教職員と協働して様々な活動を行って
いるプロジェクトです。SNSを活用した広報活動や、入学式・卒業式
などの学校行事の機会を利用して、
「Sagamiチャレンジプログラム」の活動、
大学の魅力をPRしています。

2021年度 課外活動
奨励賞を受賞しました！

小学生を対象に「電子回路
が書けるペン」を使った講
座を企画・運営して、理科の
楽しさを伝えていく活動で
す。学生が講座の内容も含
めた企画段階から関わり、
実際に近隣の小学校で出
張授業を行います。小学生
の喜ぶ顔を間近で見ること
ができるのはもちろん、仲
間や企業の方とプロジェク
トを運営していくことで協
働力が身につく、とてもや
りがいのある活動です。
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連携教育推進課

活動報告「学生の声」
在学生、卒業生アドバイザーからのメッセージ

私自身地元でずっと育ち、大学で初めて市外に出たような狭い世界しか知らない人間でした。プロジェクト活動
に参加していなかったら絶対に関わることはなかったであろうメンバー、職員さん、糸島の方と出会い、同世代、
先輩後輩、大人の方とのコミュニケーションや多くの価値観を学ぶことができました。アルバイトで大人の方と
接する機会はあったため、コミュニケーションに問題はないと思っていましたが、人と場面が変われば接し方も
変わるとすぐに気づきました。そこに気づけていなかったら社会人としての準備も足りていなかったと思います。
また、自分と近い環境の人が少ないため、価値観の違いが目立ちとても勉強になりました。社会に出ると問答無
用でたくさんの人と関わることになります。そこでいかにたくさんの知見があるか、それが学生から社会に出た
際のギャップを少なくする要素なのではないかと私は思います。

私は2022年度の佐渡「能合宿」に参加したことをきっかけに、「佐渡プロジェクト」に所属しま
した。佐渡「能合宿」は、4泊5日で共同生活を行いながら、羽茂昭諷会の方のご指導により謡・
舞を習得し、地域の神社である草刈神社の乙祭にて披露しました。普段触れることのない遠く
離れた佐渡の文化や歴史、自然を間近で感じ、学ぶことができ、とても良い経験になりました。
活動に参加して良かった点は、様々な人と接して実際に見て体感することで、今まで気づか
なかったことに気づいたり、知ったことから新たな疑問を見つけたりすることができた点で
す。これらを通して、たくさんの人に佐渡を知ってもらうには何が必要かなど物事を考える力
が身についたと感じられる点です。また、何か新しいことに挑戦することができたという点も
良かったと思います。これまでの「佐渡プロジェクト」の活動を楽しかった経験だけで終わらせ
ないためにも、現地で経験したからこその視点で、双方にメリットのある活動を考えて行って
いきたいと感じさせられました。

日本語日本文学科 1年　兼築  美雲

佐渡プロジェクト

「電子回路ペン体験講座プロジェクト」では、銀の入った特殊な「電子回路ペン」を使い、理科
の魅力を伝える小学生対象の講座を実施します。相模原市印刷広告協同組合、神奈川県
中小企業団体中央会の企業の方と共同で企画・運営しています。私はこの活動に参加して、
コミュニケーション力を伸ばせました。特に、コロナ禍においてオンラインでのやり取りが増
えたので、メンバーと密に連絡を取るなど気を配っています。さらに、会議の中で、文章の書
き方や会議の進め方などを、企業の方に教えていただきました。
また、子どもの楽しそうな反応にやりがいを感じます。1年生の時は対面でしたが、コロナ禍でオンライン講座を開催すると、画面越しに教える難しさ
を感じました。資料などで伝わるように工夫をすると、達成感でいっぱいの子どもの顔を見ることができました。
子どもと接する時間を持てたこと、教えるために試行錯誤したことは、教員を目指す私にとって貴重な財産となりました。

子ども教育学科 4年　中村  佑梨奈

電子回路ペン体験講座プロジェクト

「丸山千枚田魅力発信プロジェクト」では三重県熊野市にある丸
山千枚田という棚田の魅力を発信する活動をしています。現地
では田植えや稲刈りをしたり、関東圏ではPR活動を行ったりし
ています。私はこのプロジェクトに加入してこれまでに感じたこ
とがない感情になりました。現地での活動では農作業の達成感を感じました。実際に稲刈りを通して想像以
上の苦労をしましたが、その苦労を上回る楽しさや達成感があり、皆が自然と笑顔になっていました。あの達
成感と笑顔は忘れない思い出となりました。また関東圏でのPR活動では、私の言葉を通して現地の情報や
魅力がお客さんに伝わり、関心をもっていただけたことが嬉しかったです。どの活動も実際に経験しなければ
感じることができない感情になり、記憶に残るものになりました。同時に、多くの人との交流があり、人の温か
さを感じました。社会人になっても積極的に人と関わり新しいことに恐れず、挑戦していきたいと思います。

社会マネジメント学科 4年　松崎  有紗

丸山千枚田魅力発信プロジェクト

私は２年生の春学期に「おっきリンピック宣伝部」に加入
し、群馬県富岡市を盛り上げる活動を行っています。活動
では個人で得意なことや大学で学んでいることを活かし
ながら楽しく行えるので、参加して良かったと感じていま
す。昨年は実際に現地に行くことができ、郷土料理であ
る「おっきりこみ」を広める「おっきリンピック」というイベントに参加しました。私たちは毎回新
作レシピを考案し、おっきりこみの提供を行っています。今回は「中華風おっきりこみ」を提供
し、地元の方に美味しかったとお褒めの言葉を頂きました。学生同士でこのようなイベントに
参加することは、この活動でしか得られない経験だと思います。イベント当日は思い通りにい
かないこともありましたが、自ら進んで行動しメンバーと協力しながら乗り越えることが出来
ました。このイベントを通して、積極的に行動する・協力して活動する力が身に付いたと思いま
す。この活動だからこそ得られる経験を大切に今後も頑張っていきたいです。

メディア情報学科 2年　山元  海華

おっきリンピック宣伝部

学部の枠をこえて、色々な学生と出会えたことだ
と思います。ミーティングやクリスマス会、プライ
ベートでの交流などを通して大学生活における沢
山の思い出ができ、社会人になっても仲良くした
い仲間に会うことができました。
また現地での活動においては、現地の温かな方と関われることが楽しいです。
大船渡には海や山、星がいっぱいの夜空、美味しい特産物など、魅力は沢山ありますが、温か
な現地の皆さんとの交流が、参加して良かったと思う活動の１つです。
YouTubeやインスタグラムで現地の魅力を発信する活動をしているので、どんな自分も温か
く迎え入れてくれる大船渡に住む人の魅力についてもPRしていきたいと思っています。

健康栄養学科 3年　渡邉  歩実

メディア情報学科  2021年度卒  水木  愛

復興支援学生ボランティア委員会

福島県出身の私ですが、関東への憧れが強く、相模女子大学に
進学しました。それでも、地元という立場ではなく、外から福島
県を見てみたいと思い、このプロジェクトに参加しました。
元々、プロジェクト活動や誰かの役に立つことができる活動に
興味がありました。大学生活のほとんどがコロナ禍でしたが、
大学で学んだことを実践することによって確認できたし、失敗しても次の活動につなげられればと前向きに取り組んできたので、振り返ってみると充実
した４年間でした。大学卒業後、海外で活動し、新たな視点で日本を見てみたいと思います。その後は地元福島県のために、自分ができることを行えれ
ばと考えています。広い視野で、ローカルなことをグローバルに考えることができれば、必ず何かできると信じています。後輩の皆さん、まずは軽い気持
ちでプロジェクト活動に参加してみてください。必ず得られるものがあります。そしてプロジェクト先の方々との繋がりが『一生の宝』になります。

社会マネジメント学科 4年　黒澤  萌恵

もとみやSMILEプロジェクト

女性のはたらき方研究プロジェクト
卒業生アドバイザーから

のメッセージ
※学年は取材当時のものです
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海外をフィールドとした国際教育

「国際プログラム」とは？ 日本を飛び出して海外をフィールドとして異文化や語学を学ぶプログラムです。
本学では、留学や研修を用意しています。

協定校一覧 ※記載されている一覧は、受入れ先の都合や情勢などにより変更となる可能性があります。

春出発
前年秋学期開始時

夏・秋出発
春学期開始時（交換留学のみ3月中旬）

協定校留学・認定校留学

留学・語学研修の選考スケジュール（参考）

交換留学 本学のサポート体制留学ロードマップ

研　修

●協定校留学先
・マニトバ州立大学（カナダ）
・ビクトリア大学（オーストラリア）

●留学先
・文藻外語大学（台湾）
授業で使用される言語：英語

留学奨励奨学金（協定・認定）
●留学中の本学授業料相当額免除（協定）
●留学中の本学授業料半額相当額免除（認定）

国際交流特待奨学金（協定校留学のみ）
●給付額　1年留学：60万円、半年留学：30万円
条件： GPA3.2以上且つ2年次留学であればTOEIC500点、3年次留学であれば
TOEIC600点、4年次留学であればTOEIC650点以上を満たしている面接試験優良者。

条件： GPA2.3以上且つTOEIC300点以上を満たしている面接試験優良者※授業料以外
の諸経費約35万円は免除外

（協定校・認定校・交換留学） （留学・研修共通）（協定校・認定校・交換留学） （留学・研修共通）

万全のサポート体制で
皆さんの留学・研修を応援！

計画性をもって準備を進めることが何より重要！現地で正規授業を受講し、
より高いレベルの実践力を
身につけよう！

オーストラリア

韓国

台湾

英語

韓国語

中国語

ホームステイ

学生寮

ホテル

5週間(春)

3週間(夏)

2週間(春)※

英語レベル毎のクラス編成

現地学生との豊富な交流

※現地学生との豊富な交流

学習言語 国 滞在方法 期間 特徴

○ランゲージパートナーとの交流等、豊富なアクティビティ
○上級レベルの学生は正規授業の聴講可能

○韓国語だけでなく豊富な文化体験授業
○現地学生との豊富な交流（トウミ制度）

○学習者のレベルに応じたクラス編成
○都市部に位置するキャンパスで日本人スタッフが駐在

○中国語だけでなく豊富な文化体験授業
○現地日本語学科学生との交流

渡航時期
費用
滞在方法
目安スコア

留学：1年間（4・9月出発）
留学：約330万円
留学：学生寮・ホームステイから選択
TOEICスコア350点

研修：8月上旬から約3週間
研修：約30万円
学生寮

渡航時期
費用
滞在方法

渡航時期

費用
滞在方法
目安スコア

研修：2月上旬から約5週間
留学：1年間もしくは半年間（4・9月出発）
研修：約80万円／留学：約280万円
ホームステイ（研修・協定校留学共通）
TOEICスコア300点

渡航時期

費用

滞在方法

海外研修：3月上旬から約3週間
交換留学：1年間もしくは半年間
研修：約27万円
交換留学：
研修：ホテル／交換留学：学生寮　

奨学金

●出発前ガイダンスで各種手続きを丁寧
　に説明

●本学指定の海外旅行保険及び危機管
　理サポートシステムに加入

●クレジットカードやキャッシュパスポー
　ト等、海外でのお金の使い方を説明

●現地では、24時間日本語対応のコール
　センターの利用が可能

本学と協定を結んでいる大学に
留学し、正規授業を履修する制
度です。

※語学能力証明書提出

（8月出発）

はじめての海外でも安心
夏季・春季休暇期間中に、海外の大学で実施
している語学プログラムに参加する制度です。
研修修了者には単位が認定されます。

半年～1年間集中的に
語学を学び、実践力をつけよう！
留学には、本学と協定を結んでいる大学に留学
し、語学プログラムを受講する協定校留学と、協
定校以外に自分が希望する大学に留学し、語学
プログラムを受講する認定校留学があります。

●留学計画をたてる
  ・留学の目的は？
  ・自分に適した留学制度は？
  ・費用はどのくらい必要？
  ・語学力と学内成績をのばそう

●募集説明会参加・出願

●留学決定後はスピーディに渡航準備
  ・協定校への出願や学生ビザ申請等
  ・出発までに計画的に語学の勉強を進めて
    留学に整えましょう

1年以上前

留学の1年前
～6カ月前

留学決定後
～留学出発前

マニトバ州立大学（カナダ） ビクトリア大学（オーストラリア）

ソウル女子大学（韓国） 文藻外語大学（台湾）

1877年創立、カナダ西部で最
も伝統のある総合大学。英語
とフランス語が公用語のカナ
ダはバイリンガル教育に力を
入れている。マニトバ州立大学
の語学プログラムはその中で
も高い評価を受けている。ア
クティビティ活動が盛んなの
が特徴。

1960年創立、プロテスタント
系の女子大学。
日本人大学生を対象とした特
別プログラムで、韓国語と韓国
文化をバランスよく学ぶことが
できる。共有キッチンや自習室
などの設備が整った学生寮に
滞在。

1916年に設立された歴史あ
る公立大学。オーストラリア第2
の都市であるビクトリアには、
緑豊かな公園や庭園が多く、歴
史ある建造物が混在する街並
みが特徴。英語集中コース 
(ELICOS) として、初中級者か
ら上級者まで学習者のレベル
に合わせてクラス編成される。

1966年創立、台湾唯一の外
国語専門大学。
文化体験やチュータリング、日
本語学科の学生との交流など
を通して中国語だけでなく台
湾の伝統文化も学ぶことがで
きる。ホテル滞在なので安心・
安全。

※費用については募集説明会で確認すること

募集説明会 出願時期

10月上旬

4月上旬

10月下旬～11月上旬

4月下旬～5月上旬

11月中旬

5月中旬

11月下旬～

5月下旬～

選考（面接2回） 結果通知 出発前ガイダンス
※参加必須 ※留学のみ

英語

研修：8月

協定校留学：4・9月

韓国語

研修：8月

英語

研修：2月

協定校留学：4・9月

中国語（研修）

英語（交換留学）

研修：3月

交換留学：8月

国際プログラム
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連携教育推進課

国内をフィールドとした国際教育
外国語・英語教育プログラム／異文化理解プログラム

「外国語・英語教育プログラム」とは？ 世界の人々と英語等で的確に意思疎通を図る能力を身につけ
るプログラムです。

外国語・英語教育プログラム 横断プログラム

（留学・研修共通）

「異文化理解プログラム」とは？

キャンパス留学 TOEIC®　IPテスト

1日40分×年間100回、ネイティブスピーカーの講師のも
と、学内で英会話レッスンを受講するプログラムです。ゲーム
やアクティビティはもちろん、季節ごとのイベントなどを通し
て、楽しく英語を学ぶことができます。また、TOEIC®セミ
ナーやWriting添削など、アカデミックな英語力を強化する
こともできます。

年3回学内で実施し
ています。
TOEIC®公開テス
トよりも安価な受
験料で受験するこ
とができます。

ユメカナ★カフェ キャリア☆カフェ

活動に参加した学生とこれから活動を行う学生が、活動体験
や身につけたスキル、活動目標等を共有するイベントです。
学生同士の交流を通して、主体的に学ぶ姿勢を身につけるこ
とを目的としています。

社会で働く（働いた）大人が社会で身につけたスキルを学生
と共有するイベントです。大人との交流を通して、キャリアを
身近に感じてもらい、自分なりの夢を見つけることを目的と
しています。

異文化理解プログラム

CEMLA 外国人  訪問学生／交換留学生  サポーター

外国につながる生徒の学習支援教室・教育相談プログラム
“CEMLA”で、外国につながる子供たちを対象に日本語学習
や教科学習の支援を行うボランティア活動です。

本学の留学生との交流イベントを企画・運営したり、留学生
の生活を支援する活動です。

異文化交流を通して、自分とは何かを考え、自己を確立すると
ともに、自分と異なる人や社会や文化などを理解し、これらを尊
重しながら共に生きていく姿勢を身につけるプログラムです。

「交換留学生」とは？
交換留学協定を結んでいる海外の大学生が、1年間または1学期
間本学へ留学をするプログラムです。本学は、台湾にある文藻外
語大学と交換留学協定を締結しています。

「CEMLA」とは？
CEMLAは、Center  for  Mult icu l tura l  Learn ing  &  
Activitiesの略で、多文化学習活動センターという意味です。「世
界の村」の「せむら」と覚えてください。高校、大学、NPO等が協
働した「多文化共生の学習支援拠点」づくり事業です。

「外国人訪問学生」とは？
海外の大学に通う学生が6～7月の2か月間本学に滞在し、異文
化交流や英語教育プログラムを通して日本の文化や教育環境を
学ぶ制度です。

国内（学内）でも国際的な感覚を育む活動を実施しています。

国際 外国語・英語教育 異文化理解

「自分のことを伝えてみようin English！」、
「Chat with 先輩」、
「大学入学後に私が取り組んだ活動とこれからの目標」

「海外で夢を見つけよう！～モナシュ大学で学ぶ～」、
「国際交流のススメ（全5回シリーズ）」、
「私の英語勉強法」、「『Let‘s try English』“Yes,We 
Can”オバマ大統領の就任演説を英語で聴いてみよう」、
「“withコロナ”の留学準備『留学って就職に役立つの？
就職支援課長に聞いてみよう！』」

英語教材の貸出

連携教育推進課では、英語の本や漫画、
TOEIC®の参考書や問題集などを取り揃えています。
学生の皆さんへの貸出も行っていますので、
お気軽にご利用ください。

過去の実績 過去の実績
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❶教員志望の私は教える経験をしたくてこの活動を始めました。

❷学習者の皆さんと関わってから社交性が高まったと感じています。

❸皆さんの知識を活用できる良い機会です。ぜひ参加してみて下さい！

CEMLA
ボランティア参加

大樂  友香さん
（2021年度卒業生）

連携教育推進課

学生に訊きました！国際教育のプログラムに参加した
❶国際教育のプログラムに参加した理由は？　❷活動を通して学んだことや身についた力は？　❸後輩へのメッセージをどうぞ！

❶元々留学に興味があったため、このプログラムに参加しました。

❷英語でコミュニケーションをとる楽しさを知り、異文化を実際に
　体験でき学べたことです。

❸少しでも興味があるなら挑戦するべきです！

マニトバ州立大学
夏季英語研修参加

溝手  香織さん
（2021年度卒業生）

❶私の留学の目的は、英語力を高めること、
　海外生活を経験してみたかったからです。

❷留学で学んだことは、どんな時も諦めずに
　積極的に行動する大切さを学びました。

❸興味が少しでもあるようなら、留学するべきです！

マニトバ州立大学
協定校留学参加

北村  実久さん
（2020年度卒業生）

マニトバ州立大学
夏季英語研修参加

加門  由麗さん
（2021年度卒業生）

❶入学式でのデモンストレーションが面白かったので参加しました。

❷英語に触れる機会が増えたので、以前より聞き取れるように
　なりました。また友達もたくさんできました。

❸スピーキング、リスニング力をつけたい人はチャレンジしてみてください！

キャンパス留学参加

❶自分の殻を破り、自分がやりたい事や
　好きな事を見つけたかったので参加しました。

❷言葉の壁を超えて異文化を知り、自分の世界が広がりました。

❸少しでも興味があれば、絶対に参加したほうがいい！

カリフォルニア州立大学チコ校
協定校留学参加

神戸  悠さん
（2020年度卒業生）

❶私がマニトバ州立夏季英語研修に参加したのは自分の英語がどこまで
　通じるのか、どこまで自分の英語が身についているのか知りたかったか
　らです。また、外国の寮生活がどのようなものなのか、文化の違いや生活
　習慣などを自分で体験してみたかったからです。

❷今回の研修を経て、リスニング力が前よりも向上しました。趣味でよく
　聴いている洋楽が前よりも聴きとれるようになりました。また、外国人
　とコミュニケーションを取る際に間違えを恐れなくなりました。

❸外国は怖いと言う印象が強いと思いますが、カナダはそうではありま
　せん。現地の方はとても優しく接してくれます。また、どこまで通じるの
　か不安だと思っている人も多いと思いますが、現地の方は理解してく
　れます。文法が間違っていたとしてもちゃんと会話を返してくれますし、
　楽しく会話をすることができます。安心して参加してください。

唐木  百花さん
（2022年度卒業生）
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Twitter

「Sagami チャレンジプログラム」の活動情報をリアルタイムに発信しています。
気になった方は、フォロー＆いいね＆リツイートのほどよろしくお願いいたします。

Instagram　

2022年度は、「Sagamiチャレンジプログラム」プロジェクト活動のフォトコンテストを開催しました。
学生が厳選した映えショットを公開中です。

YouTube　

「Sagami チャレンジプログラム」の活動を動画で紹介しています。
各活動の概要が分かるので、どの活動に参加したいか計画が立てやすくなります。

連携教育推進課

「Sag am i チャレンジプログラム」情報発信ツールのご紹介
活動の様子や参加者募集に関する情報は、様々なツールを利用して発信しています。

ユーザー名／＠sagajo_yumekana

ユーザー名／ sagajo_yumekana

SmileSagami のお知らせ配信

募集説明会などの情報は、SmileSagami のお知らせ配信をチェック！
件名に、★ユメカナ★とつけて各活動の募集説明会のお知らせなどを行っています。

https://sagamistyle.sagami-wu.ac.jp

夢をかなえるセンター特設サイト

夢をかなえるセンター特設サイトでは、「Sagami チャレンジプログラム」に関する情報や
活動に参加する学生からのお知らせ、活動報告等を掲載しています。

https://ymkn.sagami-wu.jp

チャンネル名／相模女子大学　連携教育推進課

「Sagamiチャレンジプログラム」
活動実績（2022年度）
「Sagami チャレンジプログラム」には、学科・学年関係なく取り組むことができる活動が多くあります。
初めは一人でも、活動に参加することで学科や学年を越えた出会いが待っています。
興味のある活動には積極的に参加してください！！

延べ参加人数：1,555 名〈2023年 1月末時点〉

学科別

DATA❶

学年別

名126

名446

名356

名297
名715

名187

名79
名99名71

名273

名100

名150

名169
名42

■ 日本語日本文学科
■ 英語文化コミュニケーション学科
■ 子ども教育学科
■ メディア情報学科
■ 生活デザイン学科

■ 社会マネジメント学科
■ 人間心理学科
■ 健康栄養学科
■ 管理栄養学科
■ 食物栄養学科

■ 1 年生
■ 2 年生
■ 3 年生
■ 4 年生

DATA❷
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連携教育推進課

学園連携
幼稚部・小学部・中学部・高等部・大学間の連携

「学園連携」とは？
キャンパス内に幼稚部から大学院までそろう学校法人相模女子大学の特色を生かし、各部の
枠組みを越えた有機的な連携教育を行っています。幼児・児童・生徒・学生のみならず、教職
員も積極的に関わり、様々な世代や立場の方と交流を深める場としても活用されています。

高等部１・２年生を対象に、大学・短期大学部教員による講演会を定期的に行っています。大学ならびに短
期大学部10学科の教員をはじめ、時には学長や副学長、教職センター長など、幅広い分野の先生方が講
演を行います。高等部の生徒たちは、興味のあるひとつの講演を選択し、大学の授業がどのようなものか
を体験しながら、将来を見つめる機会にしています。

サガジョの学び講座 ポンパドウルレシピコンテスト

学園連携♪カフェ

サガジョの学び講座
2015年度より短大生を中心に株式会社東京ポ
ンパドウルとの商品開発を行っており、近年は大
学生と高校生を対象としたオリジナルパンのレシ
ピコンテストを開催。株式会社東京ポンパドウル
により審査され、採用されたレシピは商品化し、
学園祭の地域物産展ならびにポンパドウル町田
店にて販売されます。

ポンパドウルレシピコンテスト

幼稚部・小学部・中学部・高等部・大
学、それぞれの幼児・児童・生徒・学生
が互いの学びを共有し、世代を越えた
交流を図っています。

学園連携♪カフェ

クランベリーチョコロール（2022年度高等部生考案作品） 太陽のかがやきパン（2021年度高等部生考案作品）

バジルチキンサンド（2020年度高等部生考案作品）
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就職支援課

何になりたい？どうなりたい？
将来の「なりたい自分」に出会えるよう就職支援課は共に走ります。

本学の就職支援プログラムは「就職準備講座」「PROG（プログ）」を通じて自己
分析を行い、自分自身を知ることから始まります。そして、社会貢献活動・国際交
流・学園連携などの活動に参加することにより「協働力」「文章力」「実践力」など
を鍛え、さまざまな働き方を理解します。
正課で身につけた専門的知識とSagamiチャレンジプログラムで身につけた教
養を基に、就職・編入学・進学など将来のなりたい自分に出会えるよう支援してい
きます。

〈大学〉
■企業見学会
■PROG

〈短期大学部〉
■就職準備講座
■仕事研究&インターンシップ説明会
■学科担当者との一斉面談
■インターンシップ
■職業適性検査
■編入生との交流会
■就職活動用照明写真撮影会
■PROG

〈大学〉
■2年生から始める就職準備講座
■SPI対策講座
■企業見学会

〈短期大学部〉
■合同企業説明会
■学科担当者・
　キャリアカウンセラーとの個別面談
■未内定者支援講座

■就職準備講座
■面談・グループディスカッション対策
■Uターン、Iターン、Jターンガイダンス
■OGとの交流会
■就活ヘア・メイク講座
■筆記試験対策
■仕事研究&インターンシップ説明会
■学科担当者との一斉面談
■インターンシップ
■PROG
■職業適性検査
■就職合宿
■就職活動用証明写真撮影会
■公務員試験対策講座

■合同企業説明会
■学科担当者・
　キャリアカウンセラーとの個別面談
■未内定者支援イベント
■社会人準備講座

1年次
〈大学〉
自己の適性を見つめ、将来の目標を考える。
〈短期大学部〉
希望する進路に向けて実際に行動する。

2年次
〈大学〉
自己の適性を見つめ、将来の目標を考える。
〈短期大学部〉
社会にはばたく準備をする。

3年次
希望する進路に向けて
実際に行動する。

4年次
社会にはばたく
準備をする。

■就職準備講座
■仕事研究&
　インターンシップ説明会
　合同企業説明会
■面談
■インターンシップ・
　企業見学会
■その他

就職支援プログラム・　　つの柱

を聞くだけではなく、チャット機能を利
用して質問することができます。各回、
数多くの質問が寄せられることからも、
学生が就職活動について積極的に取り
組んでいることが分かります。

大学3年生・短期大学部1年生から、就
職活動に欠かせない「自己分析」「履歴
書・エントリーシートの書き方」「就活メ
イク」「業界研究」「面接・グループディス
カッション対策」等について学びます。就
職準備講座では、外部講師をお招きして
おり、各分野の専門家から就職活動に関
する話を聞くことができます。
2020年度からオンライン開催となり、
毎週木曜日に同内容を3回実施してい
るため、都合の良い時間帯に出席するこ
とができます。さらにオンライン実施の
ため、自宅から出席することが可能で
す。講座中は、講師から一方的にお話し

学生一人ひとりと向き合う「面談」を大
切にしています。緊急事態宣言が発出さ
れた2020年4月よりオンラインや電話
面談をスタートさせ、学生の悩みに答え
てきました。また、感染防止対策を徹底
し、従来より行なっている対面での面談
にも力を入れ、学生たちの不安を払拭
するとともに希望の進路に進めるよう
に支援しています。
就職支援課には「学科担当者」と「キャリ
アカウンセラー」が常勤しています。大学3年生・短期大学部1年生の秋学期より、全学生
を対象に学科担当者による『一斉面談』を実施しており、就職活動に関する不安や悩み
など、さまざまな相談を受け付けています。

大学3年生・短期大学部1年生の秋学期
に、様々な業界の人事担当者をお招きし、
各業界の動向や具体的な業務内容につ
いて説明していただきます。参加企業には
本学OGが在籍している企業も多く、この
仕事研究&インターンシップ説明会を通
じて選考に進む学生も少なくありません。
2020年度からは、オンラインツールの
Zoomを活用したライブ形式で実施して
おり、10月から2月の間で複数回開催しています。2022年度は100社以上の企業の説明に
加えて、ITや食品等の人気業界について解説する「業界／職種別セミナー」も同時に実施し
ており、気になったことや不明な点をその場で質問することも可能です。
仕事研究&インターンシップ説明会に参加した学生は、大学4年生・短期大学部2年生に行わ
れる学内合同企業説明会にも積極的に参加しています。

面談 仕事研究&インターンシップ説明会就職準備講座

学内企業説明会の様子学内企業説明会の様子

東京・神奈川5位
（関東7位）
2022年学部系別
実就職率ランキング
家政・生活・栄養系
（2022年3月卒業生）

3
1 2 3

このランキングは株式会社大学通信が、全国743大学（医科・歯科の単科大学などを除く）を対象に実施したものです。
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就職支援課

就職支援・編入学・進学など
夢をかなえるお手伝いをします。

3年生4月
春学期

「就職準備講座」
参加

7月
企業主催の「WEB
インターンシップ」
に複数社参加

8月
「就職合宿」に参加し、
グループディスカッション
対策について学ぶ

9月
秋学期

「就職準備講座」参加

11月
「学科担当との一斉面談」
に参加し、接客業や
販売職等に興味をもつ

6月
就職先を

「リゾートトラスト㈱」
に決定

4～5月
就職先について

就職支援課職員と複数回
面談を重ねて検討

3～4月
就職活動が本格化し、
エントリーシートの提出、
企業説明会、面接で
忙しい日々を送る

1～2月
インターンシップに
参加したことをきっかけ
に早期選考にチャレンジ

12月
「仕事研究&インターン
シップ説明会」等に参加し、
企業研究に取り組む

多くの企業が選考で取り入れている「SPI適性検査」の対
策として、動画配信サイトを通じて自宅でいつでも視聴可
能なオンデマンド講座を導入しています。このオンデマンド
講座は、SPI適性検査の他に公務員試験対策にも導入して
います。また、学生
が自身の進捗度
合いを測るための
ライブ講座や学内
模試も実施してい
ます。

筆記試験対策

常駐しているキャリアカウンセラーとの面談では、履歴書や
エントリーシート添削のほかにも、面接の練習を受けること
ができます。自身の受ける選考に応じて、対面練習とオンラ
イン練習を使い分けることができ、事前に複数回練習をして
から本番に臨む学
生もいます。また、
就職活動開始直前
期には、外部講師
に依頼しグループ
面接やグループ
ディスカッションの
実践ができる講座
も開催しています。

面接対策

就職合宿は、就職準備講座で学んだ知識を「実践形式」で
学び直す1day集中セミナーになります。大学3年生・短期
大学部1年生の夏休み期間中に、「自己分析」「面接」「グ
ループディスカッション」をワークシートや模擬面接等の実
践を通じて学んで
い きま す。イン
ターンシップや選
考の事前準備とし
て、多くの学生が
参加しています。

就職合宿

PROGは、「社会から求められる力（リテラシー・コンピテ
ンシー）」を測定するプログラムになります。このプログラ
ムを通じて、自分の強みと弱みを客観的に見つめ直し、就
職活動初期に必須とされる自己分析に繋げています。

ＰＲＯＧ〈大学生対象〉

UIJターンでの就職を考えている方に就職活動の進め方
を解説し、各地域の就職情報サイトを紹介しています。

［Uターン］
地方から都心へ移住し、再び地方へ移住すること。
［Iターン］
地方から都市へ、または都市から地方へ移住すること。
［Jターン］
地方から都市へ移
住したあと、地元
近くの地方都市へ
移住すること。

ＵＩＪターン講座

証明写真の撮影に長けたプロのスタイリスト・カメラマン
による撮影会を毎年学内で実施しています。撮影にあたり、
スタイリストによるヘアメイク（ポイントメイク）を行ってい
ます。証明用写真のできばえだけでなく、個別メイクアドバ
イスも好評で、学
生からは「自分に
合ったメイクが分
かった」「就職活動
用のメイクについ
て参考になった」
等の声も多くいた
だいています。

就職活動用証明写真撮影会

＊リテラシー：
　知識を活用して
　問題を解決する力

＊コンピテンシー：
　経験を積むなかで
　身につけた行動特

＊リテラシー：
　知識を活用して
　問題を解決する力

＊コンピテンシー：
　経験を積むなかで
　身につけた行動特性

谷内田　桃香さんの就職活動経過

就職先一覧（過去3年間の主な就職先・順不同）

進学先一覧（過去3年間の主な進学先・順不同）

【専門職】
〈栄養士・管理栄養士〉
･藤沢市民病院
・ＩＭＳグループ
  （板橋中央総合病院グループ）
・医療法人社団清心会藤沢病院
・国家公務員共済組合連合会
  横浜栄共済病院
・小田原市役所
・大和市役所
・独立行政法人国立病院機構
・エームサービス（株）
・コンパスグループ・ジャパン（株）
・日清医療食品（株）
　他

〈教諭（小・中）〉
・神奈川県教育委員会
・横浜市教育委員会
・埼玉県教育委員会
・川崎市教育委員会
・相模原市教育委員会
・東京都教育委員会

〈社会福祉士〉
・ＳＯＭＰＯケア（株）
・横浜市役所
・（福）横浜市リハビリテーション
  事業団
・中野区役所
　他

〈食品衛生監視員〉
・横浜市役所

〈保育士・幼稚園教諭〉
・学校法人相模女子大学幼稚部
・公益財団法人横浜ＹＭＣＡ
・横浜市
・小田原市
・秦野市
・川崎市
・相模原市
・藤沢市
・特別区（品川区）
　他

・（株）星野リゾート・マネジメント
・（株）総合車両製作所
・（株）東急イーライフデザイン
・（株）東急ストア
・（株）日立物流南関東
・（株）博報堂プロダクツ
・資生堂ジャパン（株）
・（福）川崎市社会福祉協議会
・小田急商事（株）
・神奈川県警察本部
・相模鉄道（株）
・大東建託パートナーズ（株）
・第一生命保険（株）
・東日本三菱自動車販売（株）
・東日本旅客鉄道（株）（ＪＲ東日本）
・（独）国立印刷局
・日産プリンス神奈川販売（株）
・日本生命保険（相）
・日本赤十字社
・日本郵便（株）
・明治安田生命保険（相）
・野村不動産パートナーズ（株）

【企業・団体】
・ＡＮＡエアポートサービス（株）
・Ｃ－Ｕｎｉｔｅｄ（株）
・Ｋａｔｏ　Ｐｌｅａｓｕｒｅ　Ｇｒｏｕｐ
・ＴＩＳソリューションリンク（株）
・ＹＫＫ　ＡＰ（株）
・オリックス・ホテルマネジメント（株）
・コーナン商事（株）
・コストコホールセールジャパン（株）
・さがみ農業協同組合（JAさがみ）
・スターツコーポレーション（株）
・トランスコスモス（株）
・トリンプ・インターナショナル・
　ジャパン（株）
・プライムデリカ（株）
・ユザワヤ商事（株）
・リゾートトラスト（株）
・ルートイングループ
・ロクシタンジャポン（株）
・旭情報サービス（株）
・横浜トヨペット（株）
・横浜信用金庫
・横浜農業協同組合（ＪＡ横浜）
・横浜冷凍（株）

・花王ビューティブランズ
　カウンセリング（株）
・（株）ＪＡＬスカイ
・（株）ＪＲ東日本ステーションサービス
・（株）アダストリア
・（株）エフ・ディ・シィ・フレンズ（４℃）
・（株）カインズ
・（株）キャン
・（株）サザビーリーグ
　アイビーカンパニー
・（株）ジャックス
・（株）シャトレーゼ
・（株）ストライプ インターナショナル
・（株）チュチュアンナ
・（株）ディーエイチシー
・（株）ニチイ学館
・（株）パリミキ
・（株）ファンケル
・（株）ポンパドウル
・（株）ヤマダホールディングス
・（株）ルピシア
・（株）ワコール
・（株）小田急ビルサービス

【大学院】
･相模女子大学大学院社会起業研究科
･筑波大学大学院人間総合科学研究群芸術学
･田園調布学園大学大学院人間学研究科心理学専攻
･共立女子大学大学院文芸学研究科文芸学専攻
･国士舘大学大学院総合知的財産法学研究科修士課程

【専修学校・各種学校】
・学校法人古屋学園二葉製菓学校
・学校法人日本リハビリテーション学舎社会医学技術学院作業療法学科
・茅ケ崎リハビリテーション専門学校言語聴覚学科
・国立障害者リハビリテーションセンター学院視覚障害学科
・首都医校リハビリテーション学部言語聴覚学科
・専門学校デジタルアーツ東京ノベルス・シナリオ学科
・東京栄養食糧専門学校職業実践専門課程管理栄養士科
・東洋美術学校夜間部グラフィックデザイン科
・日本福祉教育専門学校社会福祉士養成学科
・服部栄養専門学校調理師本科

谷内田　桃香さん

社会マネジメント学科　4年（取材当時）
内定先：リゾートトラスト株式会社／総合職
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生涯学修支援課

在学生の資格取得支援、社会人が学び 直すことのできる
環境の整備とその学びを支援します。

在学生の資格取得支援、卒業生をはじめとする
社会人が学び直すことのできる環境の整備と、
その学びを支援します。

ビジネス実務マナー技能検定2級・3級（検定試験）

生涯学修・社会人向け講座

TOE I C® I Pテスト

Q.MOSを取得してよかったことは？
Excel、Word、PowerPointの機能への理解を深めることができた点です。「普段授業で使っていて、画像
と文章の配置が上手くいかなかった原因はこれか！」等、気づきが多くありました。

Q.就職活動で役立つ場面はある？
企業に対して、基礎的なパソコンスキルがあると客観的に証明できるのが良い点です。客観的な証明があ
るのは企業にとって安心材料になりますし、MOSを取得しておいて損はないのではと思います。面接で
MOSに興味を持っていただけることもありました。

Q.就職活動やインターンに活かしたい場合、いつ頃の受験がおすすめ？
3年生の夏頃までがおすすめです。3年の夏にインターンに参加した場合、秋頃から早期選考の案内が来る
ことがあります。その時にエントリーシートの資格欄を埋められると自信に繋がります。

さがみアカデミー

人間社会学部
人間心理学科　3年

草野  花怜さん

資格取得講座・検定
学生対象学生対象 社会人対象社会人対象

《試験内容》
ビジネス社会に必要とされる基
本ルールを身につけるための
検定です。社会人としての判断・
行動が適切にできるかどうか、
人間関係やマナー、話し方を理
解しているかを問われます。

《開催時期》 年2回（6月・11月）

卒業生をはじめとした社
会人・地域の皆様に様々
な学びの機会を提供する
ことを目的とした本学独
自の公開講座です。本学園
の在学生・在校生は半額
で受講することができま
す。詳しくは大学ホーム
ページをご
覧ください。

リカレント講座

就業経験のある女性を対
象とした本学独自の公開
講座として、「女性のため
のリーダーシップ育成講
座」を秋季に開講してい
ます。この講座ではリー
ダーとしてのスキルを身
につけるだけでなく、ロー
ルモデルとしての女性講師や志を同じくする仲間
とのネットワークづくりができることも魅力の一つ
です。詳しくは大学ホームページをご覧ください。

《試験内容》
主に過去に出題された問題が使
用される団体受験。公式認定証は
発行されませんが、個人で受験す
るTOEIC®IP公開テストより安価
で受験でき、履歴書等にスコアを記載できます。（ただし公式認
定証のみ有効の企業も一部あるため事前確認が必要）

《開催時期》 年3回程度

ＭＯＳ対策講座・検定試験 世界遺産検定試験2級・3級

《講座・試験内容》
パソコンスキルを客観的に
証 明するマイクロソフト主催
『Microsoft Office Specialist
(MOS)』の合格を目指します。
「Word」「Excel」 「Power  
Point」の操作を身につけたい方
におすすめ。

《講座・試験内容》
世界遺産を通して、国際的な教養
を身につけ、持続可能な社会の発
展に貢献する人材の育成を目指
した検定です。就活では、グローバ
ルな視点を持っていることのア
ピール材料になります。

《開催時期》 7月

（学生も受講可）

市民大学・さがまちカレッジ

《市民大学》
相模原市、座間市と共同で開催している市向けの講座で、相模原・
座間に在住／在勤／在学の15才以上の方ならどなたでも受講で
きます。受講のお申し込み・問い合わせは、さがまちコンソーシア
ムまで。

《さがまちカレッジ》
相模原・町田地域の大学、NPO、企業等から構成される「さがまち
コンソーシアム」が主催する講座です。本学では、毎年、講座プログ
ラムを提供し ています。市の広報誌「広報さがみはら」等に掲載さ
れるほか、公民館等に 配架されているチラシにて各講座の内容・
募集方法をお知らせします。

インクルーシブ  プログラム

本学では2021年度より、発
達障害や知的障害のある若
者を対象とした、相模原市と
の連携・協働によるインク
ルーシブな生涯学修プログ
ラムの開発を行っています。

社会起業フォーラム

相模女子大学には、女子大学初
の「社会起業家育成のための専 
門職大学院」があります。この
フォーラムでは、同大学院の特長
を広く多くの方々に知っていただ
くため、多彩なゲストスピーカー
をお迎えして「社会起業」につい
てお話いただきます。2022年度
は学生も多数受講しました。

主に観光産業を担う社会
人を対象に、地域の観光
産業を支える人材育成を
目的とした 講座です。一般
社団法人相模原市観光協
会と連携して開催してい
ます。

観光人材育成プログラム

M O S 成 績 優 秀 者
にききました！

（取材当時）

《開催時期》 夏（8～9月）
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1F

1F

2F

4F

English Room

連携教育推進課前のスペース

カフェテリア101＆ティーラウンジ2002

ガーデンホール

ノートPC、電子黒板、活用してください！ ユメカナからのお知らせ配信

夢をかなえるセンター ～自由に使うことができる学 びのスペース～
フロアマップ

夢をかなえるセンターには、学生の皆さんが自由に
使用できる学びのスペースが用意されています。個
人の学習はもちろん、グループワークに必要な設備
も整えられており、各種プログラムの自主学習に役
立てることができます。大学生活をより充実したも
のにするために、積極的に活用してください。

夢をかなえるセンターのフロアマップです。1階には学生・地域の皆さんを支援する「連携教育推進課」「生涯学修支
援課」「就職支援課」の窓口があります。2階の食堂「カフェテリア101」「ティーラウンジ2002」や、4階の「ガーデン
ホール」、さらにビオトープ上にある「English Room」は学生の皆さんにも使用いただける施設です。

センター内の電子黒板を利用して、
ユメカナからのお知らせを中心に、
学内のイベントやコンテストについ
て告知しています。お昼を食べなが
らチェックしてください！また、告知し
たい情報があれば、ぜひご相談くだ
さい。

電子黒板や可動式の机・椅子が設置されていますので、自由な発想で主体的に学ぶことができ、グループワークな
どに適したスペースです。

ユメカナの情報発信拠点として、「Sagamiチャレンジプログラム」に関する情報を常時発信しています。
また、大学では、教職員・学生・卒業生・地域や企業の方・外部講師など沢山の人が、アドバイザーとなって学生を支援
しています。相談や質問など、気軽に来てくださいね。

飲食可能な学生食堂を、昼休み（12：10 ～ 13：00）を除き、ゆっくり過ごすことができるスペースとして開放して
います。電子黒板や一部テーブルにはモニターが設置されていますので、自主学習スペースとしても有効に活用し
てください。

開放的な広いスペースに、可動式の机・椅子が設置されています。発表会・報告会・講演会など、複数の人との集ま
りや、沢山の方と係わる活動に適しています。

•地域での活動、開発した商品、留学した学生の様子などを要チェック！
•「こんな活動があったらいいな」「活動することに不安があります」等々、ちょっと聞いてみたい時や、じっくり相
　談したい時など。
平日9：00～17：00

※施設使用、備品貸し出しには手続きが必要です。詳しくは生涯学修支援課窓口まで。

〈利用例〉

〈開室時間〉

•「Sagami チャレンジプログラム」活動報告書を書く
•パソコンを繋げてモニターを見ながら意見交換、個人での自主学習

平日9：00～19：00

〈 利 用 例 〉

〈開室時間〉

•プロジェクト活動報告会 　•人前で話して、プレゼンテーションスキルを磨く
•アドバイザーの講演を聴いて、知識を深める

平日9：00～18：00

〈 利 用 例 〉

〈開室時間〉

•授業の空き時間に、「ユメカナ★カフェ」「キャリア☆カフェ」「しゃべり場」「プロジェクト活動」などに参加して　
　他学科の学生や先輩・後輩等と交流を図りましょう。

平日9：00～19：00

〈 利 用 例 〉

〈開室時間〉

センター内で使用できるノートPCの
無料貸出しを行っています。また、セ
ンター内に設置している電子黒板や
プリンター（用紙は各自で用意）も自
由に利用できます。個人やプロ
ジェクトミーティングなどの
学びに活用してください。
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夢をかなえるセンター
の活動を知らせる掲
示板があります。

夢をかなえるセンター
はカフェテリアのある

建物です。
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